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図
書
だ
よ
り

本の問い合わせ・本の予約などは電話でも受け付けます　菊池市立泗水図書館　1（３８）６８６６

耳より情報
世界名作アニメーション「裸の王様」上映会
　５月５日（木）は「こどもの日」です。当日の午後１
時 30 分からは、世界名作アニメーション「裸の王様」
のビデオ上映をします（定員は 30人とします）。ビデオ
上映後には「バルーンアート」もします。
　多数の皆さんの参加をお待ちしています。（泗水図書館）

手づくり絵本の作品展　４/12（火）～５/12（木）
　「手づくり絵本講座」で完成した絵本を展示します。一
人ひとりの素敵なオリジナル作品です。
　また、同時に「もちっこさん」の布絵本なども展示し
ています。（泗水図書館）

カイトを作ってみませんか？
　５月 15日（日）午後２時からの「お楽しみ会」では、「ほ
ねなしカイト（凧）」を作ります。青空に舞うカイトの魅
力を体験してみませんか。
　多数の皆さんの参加をお待ちしています。（泗水図書館）

新刊案内

５月の予定

蛇の王　-ナーガ・ラージ -
東郷　隆

抱き桜
山本　音也

駆けこみ交番
乃南　アサ

君たちに明日はない
垣根　涼介

象の消滅　-短篇選集 1980-1991-
村上　春樹

聖者は海に還る
山田　宗樹

奇蹟　-風聞・天草四郎 -
立松　和平

檸檬のころ
豊島　ミホ

夏が逝く瞬間
原田　伊織

青に捧げる悪夢
恩田　陸

モロッコ水晶の謎　（講談社ノベルス）
有栖川　有栖

文壇バー　-君の名は「数奇屋橋」-
園田　静香

ビトウィン
川上　健一

子どもから大人になれない日本人
深谷　昌志

一葉伝　-樋口夏子の生涯 -
沢田　章子

声に出して読みたい日本語　4
斎藤　孝

老人自立宣言！
村山　孚

レディー・パイレーツ
セリア・リーズ

消えたオアシス
ピエール＝マリー・ボード

せなかにのって
谷内　こうた
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古典を
楽しむ会
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11:00～
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おはなし
かい
11:00～

14:00～

世界名作
アニメーション
「裸の王様」上映
13:30～

泗水図書館の予定表

里山巡礼̶熊本癒しの50山
熊本日日新聞社　編

　麓に息づく暮らし ､棚田と小川のながれ ､伝
説と信仰に彩られた熊本の隠れた山々を訪ね歩
く里山歩きのガイドブック ｡詳細地図 ､コース
時間 ､カラー写真も多数掲載 ｡

えりなの青い空
あさのあつこ 　著

　小学5年生のえりなは、学校の中庭に寝転がっ
て、空を見上げるのが大好きなのんびりやさん
の女の子。やがて学級委員の鈴原さんがえりな
に興味を持ちはじめ、ほのかな友情が芽ばえま
す 「̶バッテリー」シリーズのあさのあつこ、待
望の最新作。

気ままにエッセー
水間摩遊美　著

　病気のこと、出会った人たち、ふるさとの思
い出…あなたを癒してくれる 33話が詰まって
います。著者自身のナレーションによるCD付
き。

つまみ細工とちりめん小箱
穂積和代　著

　本書で紹介する作品は、髪飾りやアクセサ
リー、袋物、インテリア小ものなど、つまみ細
工を誰でも楽しめるよう、身近なものにアレン
ジして表現した。パーティー用はもちろん、ジー
ンズにも似合うものまで幅広く紹介する。

おすすめ図書 泗水図書館から
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